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(57)【要約】
【課題】封入作業及び封緘作業を安全かつ容易に行うこ
とができる案内シート付き封筒を提供する。
【解決手段】案内シート付き封筒１は、紙製シートによ
って袋状に形成され、一方の端部に内容物を入れるため
の封入口２０を有する封筒本体２と、封筒本体２の表側
シート部２１の封入口２０近傍の内面に形成された粘着
層３と、一方の端部４ａ側が粘着層３に剥離可能に粘着
され、他方の端部４ｂ側が封入口２０から露出して内容
物の封筒本体２内への封入を案内する案内シート４とを
備え、粘着層３は、案内シート４が剥離された後、表側
シート部２１と裏側シート部２２ａ、２２ｂとを粘着し
て封入口２０を封緘可能に構成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙製シートによって袋状に形成され、一方の端部に内容物を入れるための封入口を有す
る封筒本体と、
　前記封筒本体の表側シート部又は裏側シート部の前記封入口近傍の内面に形成された粘
着層と、
　一方の端部側が前記粘着層に剥離可能に粘着され、他方の端部側が前記封入口から露出
して前記内容物の前記封筒本体内への封入を案内する案内シートとを備え、
　前記粘着層は、前記案内シートが剥離された後、前記表側シート部と前記裏側シート部
とを粘着して前記封入口を封緘する、
　案内シート付き封筒。
【請求項２】
　前記案内シートは、前記一方の端部側が折り返された折返し部を有し、前記折返し部の
外側の面が前記粘着層に粘着されている、
　請求項１に記載の案内シート付き封筒。
【請求項３】
　前記封筒本体は、前記封入口近傍の前記表側シート部及び裏側シート部の少なくとも一
方が内側に折り返された折返し部を有し、
　前記粘着層は、前記折返し部に前記封入口の封緘前又は封緘時に粘着される、
　請求項１又は２に記載の案内シート付き封筒。
【請求項４】
　前記封筒本体は、前記封入口と反対側の端部、又は前記封入口に隣接する端部に前記裏
側シートに貼り付けられた蓋片を有する、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の案内シート付き封筒。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、案内シート付き封筒に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の一般的な封筒として、上部に設けられた開口部（封入口）とその開口部を封緘す
る蓋片とを有する袋状の封筒本体と、蓋片に予め塗布された粘着層と、粘着層を覆うテー
プ部材とを備えたものが実用化されている。この封筒は、開口部から内容物を封筒本体内
に封入した後、テープ部材を剥し、蓋片を折り返して粘着剤により蓋片と封筒本体の裏面
とを粘着することで開口部が封緘される。
【０００３】
　しかし、上記の一般的な封筒は、蓋片の折返し位置が曲がったりすると、蓋片の一部が
浮上った状態で封筒本体に粘着されることがある。粘着層の粘着力は比較的強いため、一
度折返し位置を誤って封緘すると、蓋片の変形を修正することは難しく、封筒を交換せざ
るを得ない場合がある。
【０００４】
　そこで、上記のような封緘作業を容易かつ迅速に行えるようにするため、内容物を封入
した後、開口部を水の中に浸して開口部の内側に形成された水溶性粘着剤を溶解して粘着
効果を発揮させ、開口部を押し合わせることで開口部を封緘するようにした封筒が提案さ
れている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】登録実用新案第３００２０９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に記載の封筒によると、開口部（封入口）近傍に蓋片を有していな
いため、内容物の封入に手間取るという問題がある。また、開口部を水の中に浸す際に郵
便番号記入枠の所まで浸してしまうおそれがあり、郵便番号記入枠まで浸すと、郵便番号
が滲んで封筒を交換せざるを得ない場合がある。一方、従来の一般的な封筒では、蓋片の
角や辺で手に傷を負うことがあり、封入作業及び封緘作業を安全に行えないという問題が
ある。
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、封入作業及び封緘作業を安全かつ容易に行うことができ
る案内シート付き封筒を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記目的を達成するため、以下の案内シート付き封筒を提供する。
【０００９】
［１］紙製シートによって袋状に形成され、一方の端部に内容物を入れるための封入口を
有する封筒本体と、前記封筒本体の表側シート部又は裏側シート部の前記封入口近傍の内
面に形成された粘着層と、一方の端部側が前記粘着層に剥離可能に粘着され、他方の端部
側が前記封入口から露出して前記内容物の前記封筒本体内への封入を案内する案内シート
とを備え、前記粘着層は、前記案内シートが剥離された後、前記表側シート部と前記裏側
シート部とを粘着して前記封入口を封緘する、案内シート付き封筒。
［２］前記案内シートは、前記一方の端部側が折り返された折返し部を有し、前記折返し
部の外側の面が前記粘着層に粘着されている、前記［１］に記載の案内シート付き封筒。
［３］前記封筒本体は、前記封入口近傍の前記表側シート部及び裏側シート部の少なくと
も一方が内側に折り返された折返し部を有し、前記粘着層は、前記折返し部に前記封入口
の封緘前又は封緘時に粘着される、前記［１］又は［２］に記載の案内シート付き封筒。
［４］前記封筒本体は、前記封入口と反対側の端部、又は前記封入口に隣接する端部に蓋
片を有する、前記［１］から［３］のいずれかに記載の案内シート付き封筒。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に係る発明によれば、封入作業及び封緘作業を安全かつ容易に行うことができ
る。
　請求項２に係る発明によれば、案内シートを容易に剥がすことができる。
　請求項３に係る発明によれば、封入口の厚みが増し、重厚感、高級感が出るので、内容
物が封入口から飛び出すような不安感がなくなる。
　請求項４に係る発明によれば、通常の封筒と同じように見えるので、違和感を与えなく
て済む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態に係る案内シート付き封筒の正面図である。
【図２】図２は、第１の実施の形態に係る案内シート付き封筒の背面図である。
【図３】図３（ａ）は、図２におけるＡ－Ａ線断面図、（ｂ）は（ａ）のＢ部拡大図、（
ｃ）は封入口を封緘した状態を示す要部断面図である。
【図４】図４は、第１の実施の形態に係る封筒本体の展開図である。
【図５】図５（ａ）～（ｃ）は、第１の実施の形態に係る案内シート付き封筒の封入作業
及び封緘作業を説明するための斜視図である。
【図６】図６は、本発明の第２の実施の形態に係る案内シート付き封筒の背面図である。
【図７】図７（ａ）は、図６におけるＣ－Ｃ線断面図、（ｂ）は（ａ）のＤ部拡大図、（
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ｃ）は封入口を封緘した状態を示す要部断面図である。
【図８】図８は、第２の実施の形態に係る封筒本体の展開図である。
【図９】図９は、第２の実施の形態に係る封筒本体の一部を折り返した状態を示す図であ
る。
【図１０】図１０は、本発明の第３の実施の形態に係る案内シート付き封筒の背面図であ
る。
【図１１】図１１は、第３の実施の形態に係る封筒本体の展開図である。
【図１２】図１２は、封入口の変形例を示し、（ａ）は封入口を封緘する前の図７（ｂ）
に対応する要部断面図、（ｂ）は封入口を封緘した状態を示す図７（ｃ）に対応する要部
断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。なお、各図中、実質的に
同一の機能を有する構成要素については、同一の符号を付してその重複した説明を省略す
る。本明細書及び図において、封筒本体の長辺方向をＤＬ、短辺方向をＤＳとする。また
、封筒本体の長辺方向ＤＬの長さをＬ０、短辺方向ＤＳの長さ（幅）をＷ０とする。
【００１３】
［第１の実施の形態］
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る案内シート付き封筒の正面図である。図２は
、第１の実施の形態に係る案内シート付き封筒の背面図である。なお、図１、図２では、
接着層５の図示を省略している。
【００１４】
　この案内シート付き封筒１は、紙製シートによって正面から見て長方形の袋状に形成さ
れ、一方の端部に内容物を入れるための封入口２０を有する封筒本体２と、封筒本体２の
表側シート部２１の封入口２０近傍の内面に形成された粘着層３と、一方の端部４ａ側が
粘着層３に剥離可能に粘着され、他方の端部４ｂ側が封入口２０から露出して内容物の封
筒本体２内への封入を案内する案内シート４とを備える。ここで、「剥離可能に粘着」と
は、案内シート４及び紙製シートを損壊させることなく案内シート４を粘着層３から剥離
できることを意味する。
【００１５】
　封筒本体２は、図１に示すように、表側シート部２１の表面が宛先記入面となっており
、表側シート部２１の右上に郵便番号記入枠２３が設けられている。また、封筒本体２は
、図２に示すように、封入口２０と反対側の端部に蓋片２４を有する。郵便番号記入枠２
３及び蓋片２４を設けることにより、本封筒本体２を通常の封筒の形態とすることができ
、郵便番号記入枠２３又は蓋片２４を有する辺を上側、封入口２０を有する辺を下側と認
識させることができる。なお、封筒本体２は、郵便番号記入枠２３又は蓋片２４を設けて
いないものでもよい。
【００１６】
　封筒本体２は、日本郵政株式会社が定めた長形４号（Ｗ０＝９０ｍｍ、Ｌ０＝２０５ｍ
ｍ）、長形３号（Ｗ０＝１２０ｍｍ、Ｌ０＝２３５ｍｍ）等の定型封筒でもよく、定型外
封筒でもよい。封筒本体２の厚さは、内容物を封入していない状態で１～２ｍｍ程度であ
り、内容物を封入した状態で６ｍｍ以下であるのが好ましい。
【００１７】
　粘着層３は、案内シート４が剥離された後、表側シート部２１と裏側シート部２２ａ、
２２ｂとを粘着して封入口２０を封緘する。粘着剤の粘着力は、案内シート４を手で容易
に剥離でき、かつ、封入口２０を封緘したときに封入口２０が容易に開かない程度が好ま
しい。
【００１８】
　案内シート４の封筒本体２の短辺方向ＤＳの長さ（幅）Ｗ１は、封筒本体２の短辺方向
ＤＳの長さ（幅）Ｗ０よりも１０～２０ｍｍ程度小さい幅が好ましい。すなわち、案内シ



(5) JP 2016-11124 A 2016.1.21

10

20

30

40

50

ート４の幅Ｗ１は、例えば、封筒本体２の幅Ｗ０が９０ｍｍのときは７０～８０ｍｍ程度
、封筒本体２の幅Ｗ０が１２０ｍｍのときは１００～１１０ｍｍ程度が好ましい。また、
案内シート４の封筒本体２から下方向に露出する長さＳは、３０～５０ｍｍ程度が好まし
い。案内シート４の材質は特に限定されないが、折り曲げが容易な紙製シートを用いるこ
とができる。
【００１９】
　図２において、左側の裏側シート部２２ａの短辺方向ＤＳの長さ（幅）は、例えば表側
シート部２１の幅Ｗ０の１／２よりも大きい幅を有し、右側の裏側シート部２２ｂは、例
えば表側シート部２１の幅Ｗ０の１／２の幅を有する。右側の裏側シート部２２ｂの端部
は、左側の裏側シート部２２ａの上に位置するように裏側シート部２２ａ、２２ｂが接着
層５（図５参照）によって接着される。
【００２０】
　図３（ａ）は、図２におけるＡ－Ａ線断面図、（ｂ）は（ａ）のＢ部拡大図、（ｃ）は
封入口２０を封緘した状態を示す要部断面図である。案内シート４は、図３（ａ）、（ｂ
）に示すように、一方の端部４ａ側が折り返された折返し部４０を有し、折返し部４０の
外側の面４０ａが粘着層３に粘着される。案内シート４に折返し部４０を設けることで、
折返し部４０を設けずに案内シート４を粘着層３に粘着した場合と比較して、案内シート
４を一方の端部４ａ側から他方の端部４ｂ側に向かって粘着層３から徐々に剥離すること
ができるので、案内シート４を粘着層３から剥離し易くなる。
【００２１】
（案内シート付き封筒の製造方法）
　次に、案内シート付き封筒１の製造方法の一例について説明する。図４は、第１の実施
の形態に係る封筒本体２の展開図である。
【００２２】
　まず、図４に示すように、紙製シートを裁断する。紙製シートを裁断した状態では、封
筒本体２は、表側シート部２１、裏側シート部２２ａ、２２ｂ及び蓋片２４を有する。
【００２３】
　次に、裏側シート部２２ｂの端部の内面、及び蓋片２４の端部の内面に接着層５を形成
する。表側シート部２１の下方の端部の内側の面に粘着層３を形成する。なお、接着層５
に用いる接着剤は、粘着層３に用いる粘着剤と同じものを用いてもよい。
【００２４】
　次に、一方の端部４ａを折り返した案内シート４を準備する。その案内シート４の折り
返し部４０の外側の面４０ａを粘着層３に粘着する。次に、一方の裏側シート部２２ａを
折り曲げ線２ａに沿って内側に折り（谷折り）、他方の裏側シート部２２ｂを折り曲げ線
２ｂに沿って内側に折り（谷折り）、一方の裏側シート部２２ａの端部と他方の裏側シー
ト部２２ｂの端部とを接着層５によって接着する。次に、蓋片２４を折り曲げ線２ｃに沿
って内側に折り（谷折り）、蓋片２４を接着層５によって裏側シート部２２ａ、２２ｂの
表面に接着する。以上のようにして図１～図３に示す案内シート付き封筒１が完成する。
【００２５】
（案内シート付き封筒の封入作業及び封緘作業）
　次に、案内シート付き封筒１の封入作業及び封緘作業の一例について説明する。図５（
ａ）～（ｃ）は、第１の実施の形態に係る案内シート付き封筒１の封入作業及び封緘作業
を説明するための斜視図である。なお、図５では、接着層５の図示を省略している。
【００２６】
　図５（ａ）に示すように、封筒本体２の封入口２０をやや広げて、内容物１００の先端
を案内シート４の上面に接触するようにして内容物１００を封筒本体２側に押し込む。内
容物１００は、案内シート４によって案内されて封筒本体２内に封入される。内容物１０
０を封入した後、図５（ｂ）に示すように、案内シート４の露出している部分を手で持て
引っ張り、案内シート４を粘着層３から剥がす。次に、図５（ｃ）に示すように、封入口
２０全体を手で押して裏側シート部２２ａ、２２ｂと表側シート部２１とを粘着層３で粘
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着させる。
【００２７】
（第１の実施の形態の効果）
　本実施の形態によれば、以下の効果を奏する。
（１）案内シート４を設けているので、封入口近傍に案内シートや蓋片を設けていない構
成と比較して、内容物を封入し易くなる。
（２）案内シート４の一方の端部４ａに折返し部４０を設け、その折返し部４０の外側の
面４０ａを粘着層３に粘着しているので、折返し部４０を設けずに案内シート４を粘着層
３に粘着した場合と比較して、案内シート４を一方の端部４ａ側から他方の端部４ｂ側に
向かって粘着層３から徐々に剥離することができるので、案内シート４を粘着層３から剥
離し易くなる。
（３）封入時に蓋片を折り曲げる作業が不要になる。
（４）蓋片の角や辺で手に傷を負うことがなくなり、封入作業及び封緘作業を安全に行う
ことができる。
（５）すなわち、本案内シート付き封筒１を用いることにより、封入作業及び封緘作業を
安全かつ容易に行うことができる。特に、学校における案内メールや企業におけるダイレ
クトメール等のように大量の封筒の封入作業及び封緘作業を行わなければならない場合に
は、封入作業及び封緘作業を安全かつ容易に行えることは作業者の安全を確保し、作業者
の負担を軽減する上で重要である。
（６）蓋片を有していることから、通常の封筒と同じように見えるので、違和感を与えな
くて済む。
【００２８】
［第２の実施の形態］
　図６は、本発明の第２の実施の形態に係る案内シート付き封筒の背面図である。図７（
ａ）は、図６におけるＣ－Ｃ線断面図、（ｂ）は（ａ）のＤ部拡大図、（ｃ）は封入口を
封緘した状態を示す要部断面図である。なお、図６では、接着層５の図示を省略している
。本実施の形態の案内シート付き封筒の正面図は、第１の実施の形態と同様であるので、
図示を省略する。
【００２９】
　本実施の形態は、第１の実施の形態において、封入口２０周辺の構造を変更したもので
あり、他は第１の実施の形態と同様に構成されている。以下、第１の実施の形態と異なる
点を中心に説明する。
【００３０】
　本実施の形態の封筒本体２は、表側シート部２１の封入口２０近傍に第１の折返し部２
１０と第２の折返し部２１１とを有し、裏側シート部２２ａ、２２ｂの封入口２０近傍に
それぞれ折返し部２２０ａ、２２０ｂを有する。本実施の形態の場合、粘着層３は、第２
の折返し部２１１の裏側シート部２２ａ、２２ｂ側の面２１１ａに形成されている。
【００３１】
（案内シート付き封筒の製造方法）
　次に、案内シート付き封筒１の製造方法の一例について説明する。図８は、第２の実施
の形態に係る封筒本体２の展開図である。図９は、第２の実施の形態に係る封筒本体２の
一部を折り返した状態を示す図である。
【００３２】
　まず、図８に示すように、紙製シートを裁断する。紙製シートを裁断した状態では、封
筒本体２は、表側シート部２１、裏側シート部２２ａ、２２ｂ及び蓋片２４を有し、さら
に左側の裏側シート部２２ａの下部から下方に折返し部２２０ａを延出し、右側の裏側シ
ート部２２ｂの下部から下方に折返し部２２０ｂを延出し、表側シート部２１の下部から
下方に第１の折返し部２１０を延出し、その第１の折返し部２１０からさらに下方に第２
の折返し部２１１を延出している。
【００３３】
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　次に、裏側シート部２２ｂの端部の内面、及び蓋片２４の端部の内面に接着層５を形成
する。また、折返し部２２０ａ、２２０ｂの内面の内面に接着層５を形成する。さらに、
表側シート部２１の第２の折返し部２１１の面２１１ａに粘着層３を形成する。なお、接
着層５に用いる接着剤は、粘着層３に用いる粘着剤と同じものを用いてもよい。
【００３４】
　次に、第１の実施の形態と同様に、一方の端部４ａを折り返した案内シート４を準備す
る。その案内シート４の折り返し部４０の外側の面４０ａを粘着層３に粘着する。次に、
図９に示すように、折返し部２２０ａ、２２０ｂ、及び第１の折返し部２１０を折り曲げ
線２ｄに沿って内側に折り（谷折り）、折返し部２２０ａ、２２０ｂを接着層５によって
裏側シート部２２ａ、２２ｂに接着する。次に、第２の折返し部２１１を折り曲げ線２ｅ
沿って外側に折る（山折り）。
【００３５】
　次に、一方の裏側シート部２２ａを折り曲げ線２ａに沿って内側に折り（谷折り）、他
方の裏側シート部２２ｂを折り曲げ線２ｂに沿って内側に折り（谷折り）、一方の裏側シ
ート部２２ａの端部と他方の裏側シート部２２ｂの端部とを接着層５によって接着する。
次に、蓋片２４を折り曲げ線２ｃに沿って内側に折り（谷折り）、蓋片２４を接着層５に
よって裏側シート部２２ａ、２２ｂの表面に接着する。以上のようにして図６に示す案内
シート付き封筒１が完成する。案内シート付き封筒１の封入作業及び封緘作業は、第１の
実施の形態と同様であるので、その説明を省略する。
【００３６】
（第２の実施の形態の効果）
　本実施の形態によれば、第１の実施の形態と同様に上記（１）～（６）の効果を奏する
とともに、第１の実施の形態と比べて封入口２０の厚みが増し、重厚感、高級感が出るの
で、内容物１００が封入口２０から飛び出すような不安感がなくなる。また、封筒本体２
の下部のどこを切断しても開封することができる。
【００３７】
［第３の実施の形態］
　図１０は、本発明の第３の実施の形態に係る案内シート付き封筒の背面図である。なお
、図１０では、接着層５の図示を省略している。本実施の形態は、第１の実施の形態にお
いて、封筒の向きを横向きにしたものであり、他は第１の実施の形態と同様に構成されて
いる。以下、第１の実施の形態と異なる点を中心に説明する。
【００３８】
　この案内シート付き封筒１０は、紙製シートによって正面から見て長方形の袋状に形成
され、一方の端部に内容物を入れるための封入口１２０を有する封筒本体１２と、封筒本
体１２の表側シート部１２１の封入口１２０近傍の内面に形成された粘着層３と、一方の
端部４ａ側が粘着層３に剥離可能に粘着され、他方の端部４ｂ側が封入口１２０から露出
して内容物の封筒本体１２内への封入を案内する案内シート４とを備える。
【００３９】
　封筒本体１２は、表側シート部１２１の表面が宛先記入面となっており、図１０におい
て表側シート部１２１の右上に郵便番号記入枠２３が設けられている。また、封筒本体１
２は、封入口１２０に隣接する右側の辺に所定の大きさを有する第１の蓋片１２４Ａを有
し、封入口１２０に隣接する左側の辺に第１の蓋片１２４Ａよりも小さい第２の蓋片１２
４Ｂを有する。郵便番号記入枠２３及び第１の蓋片１２４Ａを設けることにより、本封筒
本体１２を通常の封筒の形態とすることができ、郵便番号記入枠２３及び第１の蓋片１２
４Ａを有する辺を上側、封入口２０を有する辺を横側と認識させることができる。なお、
封筒本体１２は、郵便番号記入枠２３又は第１及び第２の蓋片１２４Ａ、１２４Ｂを設け
ていないものでもよい。
【００４０】
　封筒本体１２は、日本郵政株式会社が定めた長形４号（Ｗ０＝９０ｍｍ、Ｌ０＝２０５
ｍｍ）、長形３号（Ｗ０＝１２０ｍｍ、Ｌ０＝２３５ｍｍ）等の定型封筒でもよく、定型
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外封筒でもよい。封筒本体１２の厚さは、内容物を封入していない状態で１～２ｍｍ程度
であり、内容物を封入した状態で６ｍｍ以下であるのが好ましい。
【００４１】
　粘着層３は、案内シート４が剥離された後、表側シート部１２１と裏側シート部１２２
とを粘着して封入口１２０を封緘する。
【００４２】
　本実施の形態の案内シート４の封筒本体２の長辺方向ＤＬの長さＬ１は、封筒本体２の
長辺方向ＤＬの長さＬ０よりも１０～２０ｍｍ程度小さい長さが好ましい。すなわち、案
内シート４の長さＬ１は、例えば、封筒本体２の長さＬ０が２０５ｍｍのときは１８５～
１９５ｍｍ程度、封筒本体２の長さＬ０が２３５ｍｍのときは２１５～２２５ｍｍ程度が
好ましい。また、案内シート４の封筒本体１２から露出する長さＳは、３０～５０ｍｍ程
度が好ましい。
【００４３】
（案内シート付き封筒の製造方法）
　次に、案内シート付き封筒１０の製造方法の一例について説明する。図１１は、第３の
実施の形態に係る封筒本体１２の展開図である。
【００４４】
　まず、図１１に示すように、紙製シートを裁断する。紙製シートを裁断した状態では、
封筒本体１２は、表側シート部１２１、裏側シート部１２２、第１の蓋片１２４Ａ及び第
２の蓋片１２４Ｂを有する。
【００４５】
　次に、第１及び第２の蓋片１２４Ａ、１２４Ｂの端部の内面に接着層５を形成する。表
側シート部１２１の側方の端部の内側の面に粘着層３を形成する。なお、接着層５に用い
る接着剤は、粘着層３に用いる粘着剤と同じものを用いてもよい。
【００４６】
　次に、サイズは異なるが、第１の実施の形態と同様に、一方の端部４ａを折り返した案
内シート４を準備する。その案内シート４の折り返し部４０の外側の面４０ａを粘着層３
に粘着する。次に、裏側シート部１２２を折り曲げ線１２ｃに沿って内側に折り（谷折り
）、第１の蓋片１２４Ａを折り曲げ線１２ａに沿って内側に折り（谷折り）、第１の蓋片
１２４Ａを接着層５によって裏側シート部１２２の表面に接着する。次に、第２の蓋片１
２４Ｂを折り曲げ線１２ｂに沿って内側に折り（谷折り）、第２の蓋片１２４Ｂを接着層
５によって裏側シート部１２２の表面に接着する。以上のようにして図１０に示す案内シ
ート付き封筒１０が完成する。
【００４７】
（案内シート付き封筒の封入作業及び封緘作業）
　次に、案内シート付き封筒１０の封入作業及び封緘作業の一例について説明する。封筒
本体１２の封入口２０をやや広げ、内容物の側端を案内シート４の上面に接触するように
して内容物を封筒本体１２側に押し込む。内容物は、案内シート４によって案内されて封
筒本体１２内に封入される。内容物を封入した後、案内シート４の露出している部分を手
で持て引っ張り、案内シート４を粘着層３から剥がす。次に、封入口２０近傍の裏側シー
ト部１２２を手で押して裏側シート部１２２と表側シート部１２１とを粘着層３で粘着さ
せる。
【００４８】
（第３の実施の形態の効果）
　本実施の形態によれば、第１の実施の形態と同様に上記（１）～（６）の効果を奏する
とともに、封入口２０を第１の実施の形態よりも広くすることができるため、内容物の封
入作業が容易になる。
【００４９】
［変形例］
　図１２は、封入口の変形例を示し、（ａ）は封入口を封緘する前の図７（ｂ）に対応す
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ある。第２の実施の形態では、表側シート部２１に第１及び第２の折返し部２１０、２１
１を設けたが、本変形例は、表側シート部２１に折返し部を設けず、裏側シート部２２ａ
、２２ｂに第２の実施の形態と同様の折返し部２２０ａ、２２０ｂを設けたものである。
また、本変形例は、第１の実施の形態と同様に、表側シート部２１の封入口２０近傍の内
面に粘着層３を形成し、その粘着層３に第１の実施の形態と同様に、案内シート４を粘着
させたものである。本変形例によれば、第１の実施の形態と同様に、上記（１）～（６）
の効果を奏する。
【００５０】
［他の実施の形態］
　なお、本発明の実施の形態は、上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要
旨を変更しない範囲内で種々に変形実施が可能である。例えば、上記各実施の形態では、
長方形の筒状本体について説明したが、本発明は正方形の筒状本体にも適用可能である。
【００５１】
　また、本発明は、上記各実施の形態の展開図や折り方に限定されるものではない。
【００５２】
　また、上記各実施の形態では、案内シートを表側シート部側に粘着させたが、粘着層を
裏側シート部側に形成して案内シートを裏側シート部側に粘着させてもよい。また、案内
シートは、粘着層に対して端から徐々に剥がすようにすれば、折返し部を設けなくてもよ
い。
【００５３】
　また、第３の実施の形態の封入口を第２の実施の形態と同様に、表側シート部１２１及
び裏側シート部１２２に折返し部を設けてもよい。
【符号の説明】
【００５４】
１…案内シート付き封筒、２…封筒本体、２ａ～２ｅ…折り曲げ線、３…粘着層、
４…案内シート、４ａ…案内シートの一方の端部、４ｂ…案内シートの他方の端部、
５…接着層、１０…案内シート付き封筒、１２…封筒本体、
１２ａ～１２ｃ…折り曲げ線、２０…封入口、２１…表側シート部、
２２ａ、２２ｂ…裏側シート部、２３…郵便番号記入枠、２４…蓋片、
４０…折返し部、４０ａ…折返し部の面、１００…内容物、１２０…封入口、
１２１…表側シート部、１２２…裏側シート部、１２４Ａ…第１の蓋片、
１２４Ｂ…第２の蓋片、２１０…第１の折返し部、２１１…第２の折返し部、
２１１ａ…第２の折返し部の面、２２０ａ、２２０ｂ…折返し部、
ＤＬ…長辺方向、ＤＳ…短辺方向、Ｌ０、Ｌ１…長さ、Ｓ…長さ、Ｗ０、Ｗ１…幅
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